




　管材での評価で「ろう付け加熱後の引張強度15％向上」
を確認した後，管材で種々の確認試験を行い，開発目標
②の「りん脱酸銅と同等の加工性，耐食性」を満足するこ
とを確認した。そこで，合金組成をCu-0.65Sn-0.025Pに決
定し，合金名称を「KHRT（Kobe Heat Resistance Tube）」
（現在，商標登録申請中）とするとともに，合金組成及び



クロ組織を写真 2 に示す。900℃で10分加熱したKHRT
は，りん脱酸銅と比較し強度が約16％向上しており，結
晶粒の粗大化も抑制されていた。また，1 000℃で10分
加熱したKHRTは，結晶粒の粗大化は認められるもの
の，強度はりん脱酸銅に比べ約30％向上していた。

3．3 振動疲労特性

　銅及び銅合金技術研究会が規定する JCBA T308：2002
に準拠し，板材を使用して振動疲労特性を評価した。図
3に，焼鈍材及び硬質材（焼鈍無し材）のS-N曲線を示す。



きることを確認した。KHRTの内面溝付管の断面形状を
写真 3


